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日立オーブンレンジ 

型式 MR0-FF6 
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保証書別添付 






























難雜難誦隨さい。 




•使用していないとさの消費電力を節約するため、 
「0」表示の状態で放置すると、約10分後に、 
自動的に電源を切ります。 

また、電源プラグをコンセントに差し込ん 
だだけでは電源は入りません。 

(待機時消費電カオフ機能） 



ドアを開閉ずると 
電源が「入」にな 
り、表示部に「0」 
を表示しまず。 


才ート調理を上手に使ラために 


r 




•食品の表面温度をはかってオート調理する赤外線センサ 
一が内蔵されています。 


•加熱ち法や時間、温度の設定が不要な27種類のオート 
メニューを用意しています。メニューを選んでスタート 


するだけで上手に仕上がります。 



食品を加熱室のテーブ 
ルプレー トの中央に置 

いて < ださい。 

※食品を端に置いたり、少 
量の食品を加熱すると 
正しく食品の温度がはか 
れず加熱しすぎや加熱む 
らとなり、発煙、発火の 
おそれがあります。 


V 




加熱のし < み 

夕 


已種類の加熱ち法があります C 


電波(高周波)で食品を加熱 
電波盾周減には3つの性質 




水分を含んだ食品 ガラス、陶磁器な 金属にあたると 
には「吸収」され どの容器は「透過」 「反射」します。 
ます。 します。 

食品に吸収された霞皮は、水の分子のまさつ運動を活発にし、熱を 
発生させます。このまさつ熱で食品をスピーディーに加熱します。 


レンジ加熱の特長 



/ス ti 一了ィー 

で経済的です。 




2 



今，色や形、風味 
び保たれます。 



水を使わな 
いので栄養 
素び保たれ 
ます。 

盛りつけた 
ままで加熱 
でさます。 




食品を上ヒーターで加熱し、食品の表面に 
焦げ目をつけ、中はやわら 
かく仕上がります。 



上下ヒーターで加熱室の温度を均一に保ち、 
食品全体を包み込むよう 
にして焼さ上げます。 



加熱室に1日日で前後の水蒸気を充満させな 
がらレンジ、またはグリル、オーブンと組 
み合わせて食品を加熱します。食品に水分 
を加えるのでしっとりやわらかく仕上がり 
ます。 


も<じ 


ご使用の前に 


•はじめに . S 


•加熱のしくみ . [S 

♦各部のなまス•操作パネル•付属品 . I 4〜已 

•安全上のご注意 .[6^ 

•据え付け . 

•加熱の種類による付属品の使いかた • nr ~ 

•初めてお使いになるときの準備 . nr ~ 

•使える容器.使えない容器 . 

•上手な使いかたのポイント 

-食品の分量と容器の大ささ . 

• 食品を置く位置 . I 14 

• 2個 iu 上の食品の同時あたため . 

-調理中の仕上びり状態確認 . r 15 

• 才ート調理後の追加加熱 . r 1己- 

•調理後の食品や付属品の取り出し 

• メ □ディー音の切り替えかた . I ~~ 15 


ffi いかた 


•調理の手順 . 『6〜け 

•オート 調理 

•才ート調理で使う付属品•参照ぺージ • • • • • 

• ごはんやお総菜をあたためる . r ^ o~i 

-あたためられる食品と上手な 

あたためかた . r 引1 

•(のみもの)、（デイ IJ 一)、 

(力 nU — カット) . 它2〜241 

• (ディ U -). 

• (角皿スチーム） . f 26 n 

•手動調理（レンジ加熱） 


• 食品を一定の出力 ( W ) で加熱する • • • • ^ 
• 加熱時間の決めかた*下準備をする….同 
-加熱途中で出力 ( W ) を自動的に 


下げる 0 J レー加熱） . r 29 

•手動調理（グリル加熱） 

-魚など表面に焦げ目をつける調理 ••• • r ^ o ~ 
•手動調理（オーブン加熱） 

• 予熱なしの使いかた . r 31 

• 予熱ありの使いかた . 32 〜 33 


•手動調理（発酵） 

-レンジ発酵 . r ^4 n 

•才ーブン発酵 . 「3已1 

•手動調理をするときの加熱時間 . 巨6〜 37] 


お手入れ 


•本体 • 付属品のお手入れ . r 38 1 

•においが気になるとき(脱臭) . 


こんなとをは 


•料理が上手にでさないとさ 


• ごはんのあたため . 

.半解凍.解凍 . 

• お総菜のあたため . 

-牛乳.お酒のあたため . 

,昭巧 . . . . . . . 

1 40 1 

1 40 1 

1 41 1 

1 41 1 

1 42 1 

• 野米 

• スポンジケー夺 . 

•シュ ク IJ ム . 

•クッ夺一、バター□-ル . 

•お困りのとさは . 

•お知らせ表示が出たとき . 

1 42 1 

1 42 1 

1 42 1 

|43 〜 44| 

1 45 1 


料理集 46〜74 


•保証とアフターヴービス . I 75 

• に相談窓□」 .[75 

•仕様 . I 裏表紙 
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キャビネット 
排気口!- r- 



才ート 
調理表示 


テーブルプレート 

(耐熱セラミック製） 

加熱室底面に設置され、 
食品を中/こ\に置いて 
加熱します。 



^ドア 


平が ヒーター (下) 

加熱室底部に内蔵 
されています。 


付属品 


■角皿 

(ホー□—製） 



■クッキングガイド 
(本書） 

■保証書 


角皿用の「取っ手」（別売品） 

角皿用「取っ手」を別売品として扱っ 
ています。お買い上げの販売店にご 
相談ください（角皿(外には使用で 
をません 

厚めの乾いたふさんやお手 
持ちのオーブン用手袋を 
使い、両手で角皿を取り出 
します 

2009年8月現在 




音 p ロロる 

部品番号 

希望小売 
価 格 

取っ手 

MR 0- N 80 

003 

84日円 

(税抜800円） 


平面 ヒーター (上) 

加熱室天井部に内蔵 
されています。 

ホ外線センサー 

センサー部に指や物を 
入れないでください。 

皿受棚 

上段または下段に 
角皿をのせます。 



庫内：0 

加熱中に点灯し、ドアを開けると 
消なします。 

/オーブン予熱中は、節電のため消巧、 
しています。予熱中に加熱室(庫内） 
の様子を見たいとさは「あたためス 
夕ート」ボタンを巧すと約己秒間庫内 
y 灯び点巧します。 


ドアファインター 


アース 線 
電源プラグ 


各部のなまえ • 操作/はル • 付属品 


□ 




B 各部のなまえ•操作パネル•付属品 


〇目 OOPOD 
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P あたにめ I 、 它解凌あたにめ 、 
オート調理、手動調理などの 
運転のスタートを行います。 


1あたため]、层解凍あたため I 


、オート調理の仕上びりや手動 
調理の温度の設定を行います。 




[才ート]才ーブングリル 
現在約設定温度上戸 i 下段 

1010 0 ^ 

I し UJ し I ! 

のみもの了イリー 

加リ-カット M 

予熱発酵 角皿 

脱臭やや強中弱 



PAM 

Pulse Amplitude Modulation 

D ◎◎回 W 


1 あたため 2 解凍あたため 





オート調理 

のみちの 

h - - 


ディリ] 

巧曲 
ス字- k 

ろ… . ^ 

挪 


脱臭 


とりけし 


メニュー遷択 


《 PAM 1000 W について 

高周波出力]日日日 W は、短時間高出力機能爆大3分間)です。 
オート調理の 


等の限定したメニューにのみ働さま"^ 


1あたためし12解凍あたため 


手動調理の時間の設定を行 
います。 


設定内容や運転のとりけしを 
行います。 


オート調理のメニュー番号の 
選択を行います。 


加熱室のにおいを軽減します。 


オート調理で選択でさるメニ 
ユーを 番号ととわにドアの前 
面部分に表示しています。 


設定内容や運転状況を表示し 
ます。（表示は全点なイメージ 
図です。） 


ボタンを巧してオート調理の 
種類を選びます。 


手動調理で調理するとさに加 
熱の種類に合わせて選択しま 
す。 


メニューを選択する 


温度 / tt 上び 


温度/仕上びりを選ぶ 


脱臭をずる 


時間を設定ずる 


とりけしをずる 


オート調理を使ラ 


手動調理を使ラ 


加熱をスタートずる 


手動調理 


表示部 


オート調理表示 


ディリ- 
i 5半辭凍 

8根菜 

りケーキ 

角皿スチーム 

14茶わん蒸し 

17スフレチーズクーキ 

力□リ-カット 

19鶏の八ーブ焼き 

22鶏のからあげ 

25才ーブン天ぷら 

j 6辭凍 

9ブラタン 

12かんたんパン 

15まブくり豆腐 

18プリン 

20スペアリブ 

23エビフライ 

26焼さそば 

1 7案•果菜 

10ピザ 

13コンビニ巧当 

16和菓子 


21豚肉の野菜□ール 

24ヒレカツ 

27チンジャオ□ウスー 


操作パネルのはた！5さ 



各部のなまえ•操作パネル•付属品 


4r^ 
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s を上のごま意 


※この製品は一般家庭用でず。業務用にはお使いに 
ならないで < ださい。 


お使いになる人やほかの人への危害、財産への損害を未然に防止するため、お守りいただくことを、次の 
ように説明しています。また、本文中の注意事項についてちよくお読みのうえ、正しくお使いください。 

■ここに示した注意事項は 

表示内容を無視して誤った使いかたをしたとさに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明 
しています。 


爪危険 


この表示の欄は、「死!!:または重傷を負ラおそれが特 
に高い」内容です。 


A 警告 


この表示の欄は、「死!!：または重傷を負うおそれがあ 
る」内容です。 


A 注意 


この表示の欄は、「傷害を負うおそれがあるか、また 
は物的損害の発生のおそれがある」内容です。 


A 


表示の例 


「警告や注意を促す」 
内容です。 


0 


してはいけない「禁止」内容 
です。 


〇 


実行しなければならない 
「指示」内容です。 


ご®用のまえに 


A 筒埃 

N 

(乂災•感電•けがの原因になりまず） 

♦改造はしない。また、サービスマン m 外の人は、分解したり 

|X J 修理しない。 修理はお買い上げの販売店または「ご相談窓□」 

にご欄ください。 

♦吸排気□や巧、ずき間などに指や物を差し込まない。 

1 特に子供のぃたずらなどむ主意ずる D 

-一分解禁止 

巧 

J 


A 警告 


(乂災•感電•けがの原因になりまず） 

〇 ♦異常.故障時には、直ちに使用を中止し、ずぐにコンセントか5電源プラグを抜いて 
お買い上げの販売店へ点検-修理を依頼ずる。 

(異常.故障例） 

■電源コードや電源プラグが異常に熱くなる。 ■自動的に終了しないときがある。 

■ドアに著しいガタや変形がある。 ■さわるとビリビリと電気を感じる。 

_■こげ臭いにおいがしたり、運転中に異常な音や乂花(スパーク议 S 出る。_ 


据え付けるとを 


A 警告 


(感電•ショート•発乂- 乂災の原因になりまず） 

♦電源コードや電源プラグを傷付けたり、加工したり、無理に巧ばたり、引っ張ったり、 
ねじったり、たばねたり、重いものをのせたり、はさみ込んだりしない。 

♦傷んだ電源コードや電源プラグ、ゆるんだコンセントを使用しない。 

巧流100 VIU 外では使用しない。 


0 


(ヒーター使用時の高温で引乂の原因になりまず） 

♦燃えやずいもののそばに置いたり、熱に弱いものやカーテン、スプレー宙 
などを近づけない。 

♦たたみ、じゆうたん、テーブルク□スなど熱に弱いものの上に置かない。 [77 
♦本体の上に物を置かない。 （週熱して焦げたり、変形ずることびありまず。） 


0 


爸 



安全上のご注意 


6 


据え付けるとを 


A 警告 


(乂災•感電の原因になりまず) 


〇 •電源は定格1日 A 於上の専用コンセントを単独で使い、他の器具と 
併用ずる分岐コンセントは使わない。 （分岐コンセント部び異常発熱 
して発乂することびあります。） 


(頭か！5かぶるなどずると、□や真をふさぎ窒息の原因になりまず） 

♦包装用ポリ袋は幼児の手の届かない巧に保管または廃棄ずる。 



® アースを確実に取り付ける。 

(故障や漏電の時の感電防止になりまず） 

取り付けは、販売店または電気工事店にご相談くださし、。 
アース線を接続せよ 

■アース端子がある場合 

アース線の先端の切れ目から先の被覆を 
取り、アース端テ付コンセントのアース 
端テに確実に固定してください。 

■アース端子がない場合 

感電防止のため、アース線の接地工事には「電気工事±」の有資格者 
び工事するよう法律で定め b れています。お買い上げの販売店か、 
おおくの電気工事店にご相談ください。（工事は有料） 

ガス管、水道管、避雷針や電話のアース線への接続はしないでください。 

{爆発•乂災-感電などの事故防止のため法令で禁止されています。） 


先の被覆 



♦次の場合は、感電事故を防止するため、電気工 
事±の有資格者により D 種接地工事（接地抵抗 
1日日 nm 下）をすることが法律で義務づけられ 
ています。電気工事店に依頼してアースエ事 
をして < ださい。 

湿気のをい場所 

•水蒸気び充満する場所•±間、コンク U — 卜床 
•酒、しょうゆなどを釀造、または貯蔵する場所 

水気のある場所 

この場合、漏電しや断器の取り付けわ義務づけられ 
ています。 

♦水を取り扱う±間、洗い場など水気のある場所 
♦地下室など常に水滴び漏出したり、結露する場所 


A 注意 


左側面 


(乂災-発乂-感電の原因になりまず） _上面 

•ずき間があっても日面(上面、左側面、ち側面、後面、底面） 

を囲む設置はしない。 

•電源コードは、排気□や温度の高い部分に近づけない。 

争水のかかるところや熱気、义気の近くで使わない。 臟電や漏電の原因になります。） 

参水平で丈夫な場所に置く。 （振動•騒音-本体落下の原因になります。） 

•製品本体が$5倒落下した場合は、使用せず、点検を依頼ずる。 ® 面 

本体の落下- $5 倒を防ぐために、転倒防止金具鄕品番号 MRC 3- N 80-016) を別売品として 
扱っています。お買い上げの販売店にご相談ください。 


0 



^矣面 
ち側面 



•電源プラグの抜き差しは、電源コードを持たずに、電源プラグを持って行う。 
•使用前に包装材は全て取り除く。 

•本体と壁などの間は下表の距離じ I 上にあける。 （過熱して変色、変形、発义の原因になります。） 


消防法基準適合組込形 

可燃物からの離陽 

'距離に m ) 

上方 

側方(苗 

側方(ち) 

後ち 

下ち 

20 

已.日 

5.0 

0 

0 


このオーブンレンジは「消防法告示第一 
号(対象乂気設備等及び乂気器具等の離隔 
距離に関する基準)」に適合しております。 
建築物の可燃物等からの離隔距離は表に 
掲げる値上の距離を保ってください。 



熱に弱い壁材や家具、コンセント 
のある壁面に、排気口び向い合ラ 
とさは、熱変形や変色するおそれ 
びあるため遠ざけてください。 


r 周囲の保護のために」 

左記す法を離してわ調理物の 
油で巧れたり結露することび 
あります。排気び直接壁にあ 
た5ないよラに据え付ける 
か、排気びあたる部分の壁面 
側にアルミホイルを貼ると巧 
れを防止でさます。 

後面びガラスの場合、温度差 
で割れるおそれびあるので 
20 cnU ： Lb あけてください。 

































































使用ずるとを 


A 警告 


唐故 


0 


やけど-けが•乂災の原因になりまず） 

•子供だけで使わせたり、幼児の手の届くところで使わない。 

(やけど-感電-けがの原因になります。） 

•調理中に電源プラグを抜き差ししない。 （乂災-感電の原因になります。） 

抜くときは、とりけしボタンを巧した後にずる。 

•食品は加熱しずざない。 （発煙、発乂の原因になります。） 

•少量 （1 日日 g 未満)の食品をオート調理で加熱しない。 

参のみもの(水、牛乳、お酒、コーヒー、豆乳など）やカレーやシチューなどのとろみのあるもの、 
油脂分の多い生クリーム、バターなどは、加熱中や加熱後食品を取り出ずとき、突然沸と 
うして飛び散り、やけどのおそれがあるのでミ主意ずる。 



•のみものは加熱前と加熱後にスプーンなどでかをまぜる。 





A 注意 


(感電-やけど-けが-電波もれ-乂災の原因になりまず） 

• 本書に記載されている方法 m 外では使わない。 

0 参本体に水をかけない。 

♦本体やドアに無理な力を加えたり乗ったりしない。 （電波もれの原因になります。） 

参ドアに物をはさんだまま使わない。 （電波もれによる障害びおきることびあります。） 

•巧類の乾燥など調理 m 外の目のに使わない。 （発煙、発乂、やけどの原因になります。） 

•テーブルプレートに衝撃を加えない。 

割れたり、ひびび入ったときは、そのまま使用せずに、お買い上げの販売店にご相談ください。 
そのまま使用すると故障の原因となります。 

•吸気 □ •排気□をふさがない。 

•長期間使わないときは、電源プラグをコンセントか5抜く。 

(絶縁劣化による感電-漏電-乂災の原因になります。） 


(やけど 


〇 


けが-乂災の原因になりまず） 

•調理後の食品の出し入れにミ主意ずる。 

容器やテーブルプレートび熱くなるときびあるので、注意をして取り出します。 

•本書の指定分量外の加熱は、手動調理で様子を見なび6加熱ずる。 

•空焼き(脱臭)を行うときは加熱室に何も入れない。 

•空焼き(脱臭)を行うときは、油の焼ける臭いや、煙が出る場合があるので、窓を開けるか、 
換気扇を使って換気を行う。 


(乂災の原因になりまず） 

•食品くずをつけたまま使わない。 


0 


•加熱室内で食品び燃え出したときは、 

1. ドアを開けない。 （勢いよく燃えるおそれびあります。） 

2. とりけしボタンを巧し、運転を止めてか5、電源プラグを抜く 

3. 本体か5燃えやずいものを遠ざけ、鎮乂ずるまで待つ。 

•鎮乂しない場合は、水か消乂器で消ず。そのまま使用せず、 

販売店に点検を依頼ずる。 




安全上のご注意 
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使用ずるとを 


A 注意 


(やけど-けがの原因になりまず） 

0 •ヒーター使用中や終了後しば5くは、高温になっているので本体（ドア、キャビネット、 
加熱室とその周辺)、テーブルプレート、角皿にふれない。 

参熱くな った ドアやテーブルプレートなどに水をかけない。 （割れるおそれびあります。） 
•調理中および調理後、顔などを近づけてドアを開けない。 


〇 


参調理が終ねつた5食品をずぐに取り出ず。 （余熱で焼けすざになるおそれびあります。） 

•食品や付属品の出し入れは、やけどのおそれがあるので、厚めの乾いたふきんやお手持ちの 
オーブン用手袋を使う。 


使用ずるとを(レンジのとを） 


A 警告 


(やけど 


0 




生卵 


8 



ゆで卵 黄身や目玉焼き 


けが-乂災の原因になりまず） 

♦調理外の目のに使わない。 

♦レンジ加熱で温めるタイプの湯たんぽ、哺乳びん 
(消毒バック)などを加熱しない。 

♦レンジ加熱では、ゆで卵を作ったり、 

あたためたりしない。 （卵び破裂してテーブルプレート 
び割れるおそれびあります。） 

♦目玉焼きやおでんのゆで卵などのあたためもしない。 

(卵を加熱する場合はときほぐしてから加熱する） 

♦鮮度概寺剤(脱酸素剤など)を入れたまま、また離にラベルやテープを貼ったままで加熱しない。 
• n あたため I でのみものを加熱しない。 饼とうして飛び散り、やけどやけびの原因になります。） 

♦牛乳、コーヒー、水、お茶、豆乳のあたためは、 I 3牛乳1 で加熱し、お酒のあたためは、 I 4お酒 I 
で加熱する。その他ののみもののあたためは、手動調理で様子を見なが5加熱ずる。 

♦カレーやシチューなどのとろみのあるもの、油分の多い生クリーム、バターなどは、加熱 
しすぎると突然沸とうして飛び散り、テーブルプレートが割れるおそれがあるので注意する。 
•膜や殻つきのものは、切り目や割れ目を入れる。 （破裂してやけどやけびの原因になります。） 
♦宙詰やレトルト食品は宙や袋のままで加熱しない。 

♦ビンのふたや栓（ネジ式など)をしたまま加熱しない。 


A 注意 


(やけど 


0 


(やけど 


〇 


けが-乂災の原因になりまず） 

•加熱室び空のまま加熱しない。 （故障の原因になります。） 

参角皿は使わない。 （乂巧(スパーク)の原因になります。） 

•金属の調理道具やアルミなどで加工したプラスチック容器は使わない。 （故障の原因になります。） 
•食品の分■にく 5ベて大きずざる容器でオート調理しない。 


けがの原因になりまず） 

♦乳幼児のミルクやべビーフードはオート調理で加熱しない。 


( I レン詞5日日 Wl で様子を見ながら加熱し、仕上がり温度を確認してください。） 

♦市販のベビーフードは、そのまま加熱しないで、別の容器に移し換えて加熱ずる。 
•ラップやふたなどのおおいをはずずときは、ミ主意ずる。 （蒸気び一気にでる場合びあります。） 
♦容器やテーブルプレートが熱くなるときがあるので注意をして取り出ず。 



安全上のご注意 


9 

































お手入れのとを 


A 警告 


(乂災-やけど-感電の原因になりまず） 

〇 参お手入れの際は電源プラグをコンセントか5抜く。めれた手で電源プラグの抜き差しは 
しない。 

♦電源プラグの刃および刃の取り付け面のほこりをよくふく。 （乂災の原因になります。） 
♦本体の掃除は、電源プラグを抜き本体び冷めてか5行う。 

(感電ややけどをするおそれびあります。） 


•ラジオ、テレビ、無線機器およびアンテナ線は 3 m 於内におづけない。 （雑音や映像の乱れの原因になります。） 
•落雷のおそれがあるときは、電源プラグをコンセントか5抜く。 (故障の原因になります。） 


据え付け 


今 P.6 、7 


背面は壁にピッタ 
リ設置できます。 


■本体と壁の間は上面 SOcrrU ツ上、左ち側面曰 crrU ツ上、 
間をあけて設置しまず。 

※背面の排気□か5の熱気や油煙で、壁が巧れるときがあります。 
※熱に弱いものやカーテンのそばに据え付けないでください。 

《背面は壁にピッタリ設置できますが壁の材質によっては、 
本体の接触跡がつく場合があるので少し隙間をあけてくだ 
さい。 

■事故防止のため、アースを確実に取り付けてください。 
l->P.7l 



5cm 
m 上 


M 靈上のご注意/据え付け 
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加熱の種類による 
付属品の使いかた 

■手動調理でのご使用について 



ち皿 

い\ 

レンジ加熱 

X 

角皿と皿受棚の間で火花 
(スパーク)が発生し損傷します。 

才—ブン加熱 

〇 

グリル加熱 

〇 


■オート調理でのご使用について 

オート調理ではレンジ出力やオーブンまたはグリルの 
温度を自動でコント□ールするため、オート調理一覧 
に記載されている付属品が使えます。 f 今 P .18、19] 


■角皿は、下の絵を参考に上段、下段に正しくセットして 
お使いください。 


角皿の使いかたの例 

上段 

下段 

|^| 

口 


初めておほいに 
なるとをの準備 

■徊包材は、ずべて取り除いてか!5ご使用 
<ださい。 

※空焼き(脱臭)はヒーターはーブン加熱)で 
行いまず。 


A 注意 


(やけど•けが•火災の原因） 

Q # 空焼さ(脱臭)の加熱中や終了後 

しば!5 くは、本体（ドア、丰ャビネット、加熱 
室とその周辺）にふれない。 


〇 


>空焼き(脱臭)を行うときは、加熱室に 
何も入れない。 

>空焼き(脱臭)を行うときは、油の焼ける 
臭いや、煙が出る場合があるので、窓を 
開けるか、換気扇を使って換気を行う。 


I 空焼き（脱臭）を巧う。 


〇 


加熱室を空にしてドアを 
閉める 



空焼さ（脱臭）をずる 

を押ず 





を巧ず 


終了音が鳴った！5終了でず 


M 加熱の種類による付属品の使いかた/初めてお使いになるとさの準備 
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使える容器えない容器 


〇は使える。 
X は使えない。 


耐熱性のある 
プラスチック容器 

ポリプ□ピレン製など 



〇 


耐熱温度が140で1ソ上 
のちので、「電子レンジ 
使用可」の表示のある 
ものを使います。 

ただし、砂糖、バター、油 
を使った料理は高温に 
なり、容器が変形してし 
まうので使えません。 


X 


ただし、「グリル^才ーブ 
ン使用可」の表示のあ 
るものは使えます。 



その他の 
プラスチック容器 




耐熱性のある 
陶器•磁器 

つつット皿 
グラタン皿など 




X 


〇 


耐熱温度が140で未満 
のちの（ポリエチレン、 
スチ□ール樹脂など）や 
耐熱温度が高 < てち電 
波で変質するもの（メラ 
ミン、フ エノー ル、ユリア 
樹脂、アルミなどで表面 
加工した樹脂など）は使 
えません。 


ただし、 ち半解凍 I 
に解凍 I のときにだけ、 
発泡スチ□ールのトレ 
一が使えます。 


X 


〇 


日常使っている 
陶器•磁器 
茶わん•皿など 



〇 


ただし、色絵付け、ひび 
模様、金、銀模様のある 
ちのは、器を傷めたり、 
火花(スパーク)が発生 
するので使えません。 
また素焼さの陶器など 
吸水性の高いものや、 
長時間浸水させた陶器、 
磁器は、熱くなることが 
あるので注意してくだ 
さい。 


X 


レ 

ン 

ジ 


陶器•磁器 


プラスチック容器 



使える容器•使えない容器 


2 
J — 


オ—ブン、グリ 


■レンジ加熱とオーブン、グリル加熱を間違えないでください。間違えると食品や容器が 
発煙•発火することがあります。加熱する前に、加熱の種類を確認してください。 
■プラスチック類は家庭用品質表示法に基づく耐熱温度表示をご!5んください。 

■材質や耐熱温度がわか！5ない容器は使わないでください。 


ガラス容器 

その他 

耐熱性のある 
ガラス容器 

浴 

耐熱性のない 
ガラス容器 

強化ガラス 
クリスタルガラス 
カットグラスなど 

io 

ラップ類 

金属容器•金串- 
アルミホイルなど 

竹•木•藤•紙 • 

ニス塗り•漆塗り 
容器など 

眷 


〇 

加熱後、急冷 
すると割れる 
ことがあります。 

X 

〇 

耐熱温度が14〇た 
仪上のらのは使え 

ただし、油、バター、 
砂糖を使った料理 
は局温になり、フツ 
プがとけてしまう 
ので使えません。 

X 

電波を反射するので使 
えません。 

ただし、アルミホイルは 
電波を反射する性質を 
利用し、加熱しすざる部 
分をおおラなど、部分的 
に使えます。 

このとさ、加熱室壁面、 

X 

こばたり、塗りがは 
げたり、ひび割れす 
ることがあるので 
使えません。 

とくに針金を使つ 
ているものは燃え 
やす < なります。 

ただし、竹串、楊子、 
紙は料理集に記載 
している使い方に 
限り使えます。 

ドアファインダーにふれ 

ると火花（スパーク）が 
発生し、破損や故障の 

おそれがあるので注意 

して < ださい。 






〇 

ただし、加熱後、 

急冷すると割れる 
ことがあります。 

X 

X 

ただし、発酵では使 
えます。 

〇 

ただし、取っ手がプラス 
チックのものは使えま 
せん。 

X 

ただし、硫酸紙や 
耐熱性の加工を 
施した紙製品は 
使えます。 








使える容器•使えない容器 


3 

J— 




























上手な巧いかたのホイン K 


食品の分量と容器の大きさ 


食品の分量 


おたためる 


10 Og 未満 

胃 


手動調理で 


10 Og 〜60 Og 


a 





0 

オート調理か 
手動調理で 



のみちの 


デイリ- 


オート調理 


調埋する 


漂 ! L 


加沪 
かか! 


手動調理 


容器の大をを 


&慰 


C 


食品び7〜8分目に 
なる容器び目安 




食品分量と同じくらいの 
重さび目安 


オート調理や手動調理は、本書に記載されて 
いるの分量や容器に従ってください D 



食品の分量や容器は本書の該当 
ページに従ってください。 



食品を置く位置 


■中央部に置く。2個Iソ上の場合も中央部にまとめる。 

※テーブルプレー忡央部分の温度をはかつ 
ているので、食品を端に置いて歷すると 
正しく食品の温度びはかれずに加熱しす 
ぎや加熱むらの原因となります。 


[ iT 



2個上の食品の同時あたため 


■分量を同じく!5いにして中央部に寄せて置きます。 



■異なる容器や食品はうまく調理できません。 



■異なる食品は手動調理 
で様子を見ながら加熱。 
I 今 P .27] 



■異なる食品は 
オート調理は 
でさません。 




調理中の仕上がりが態確認 


■調理中のドアの開閉は、できるだけさけ、開閉するとさは、短時間にする。 

※温度を下げないためです。 



確認はドアごしに 




開閉する 
とさは短時間に 




《ドアを開けると調理は中断されます。 


オート調理後の追加加熱 


■追加加熱は、手動調理で様子を見ながら行5。 



こんなとさは • • • 

をラ少し熱くしたいとさ1 
をラ少し焼さたいとさ 
などは追加加熱をする 


才-フンバ LU レレンジ 
(発酵）ン刀レ I (発酵） 

手動調理で様子を見な 
がら追加加熱する 


調理後の食品や付属品の取り出し 


么注意 


〇 


(やけどの原因になります) 
調理中や調理終了後は食 
品や容器、付属品、加熱室、 
ドアなど各部が熱くなる 
場合があるので注意する。 


■ 調理が終了したら、食品を早めに出す。 

《余熱で仕上びりび変わることびあるためです。 


取り出し忘れ防止のために調理終了後、 
ドアび開けられるまでに、1分ごとに「ピピ 
ピッ」と3回鳴ってお知らせします。 


調理終了音び鳴ったら 
取り出してください。 


※オーブン、グリル調理で角皿を取り出すときは、 
中央部分を厚めの乾いたふさんやお手持ちの 
オーブン用手袋を使い両手で取り出します。 



メ □デイー音の切り替えかた 


■好みによって、メ□ディー音を「ブザー音」や「無音」に切り替えられます。 

ドアを開閉して表示部に「0」を表示させてから、温度/仕上びり H を3秒間押し続けます。ピッとブヴー音び鳴ったら切り 
替えび終了です。同じ操作でブヴー音を無音に切り替えられます。さらに同じ操作でメ□ディー音にもどすことびできます。 


M 上手な使いかた累ィント 
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調理の手順 


調理方法は 


あたためる 


ごはん 
お総菜 
のみちのなど 






■才ート調理であたためる诗 P . 2 〇〜引 ) 


1あたため H 2 解凍あたため]メニュー番号1 〜 S 


■オート調理であたためる P .22 


調理ずる 


グラタン 
茶わん蒸し 
鶏の八ーブ焼さなど 


方# 



のみちの 

メニュー番号3〜4 

f \ 

■才ート調理で調理ずる 〔4 P .22 〜 26] 

ディリー 

メニュー番号己〜13 

メニュー番号14〜18 

メニュー番号19〜27 

角皿スチーム 

I 力□リーカット 




レンジ 

(発酵） 


〔->^27〜29、34〕 


グリル 


〔今 P .30 


オーブン 

(発酵） 


〔-► P .31〜33、351 


■加熱の種類や時間、温度を手動で 
設定して調理する 


I オート調理や加熱の種類で付属品 
(角皿)を使い分ける 

操作手順の準備をちの絵で表示 


角皿を使ラ 


角皿を使わない 



才—卜調埋 手動調理 




1回押す 一 11あたため 


S 回押す一に解凍あたため; 




■設定の取り消し、あたためや調理の中止は 

※オート調 i 里の場合、メニュー番号によって 
スタート直後、表示部にぶ巧表示します。 


とりけし 


10秒 


オーブン 

(発酵） 


10 分 


調理のあとは 


操作手順は 



調理の手順 


r 、 

、么 

/で 

却 

フ 

ァ 

の 

風 

切 

D 

賣' 

す 

る 

場 

京' 

お 

D 

ま 

す 

1 A n 

f ^ 

続 

け 

て 

調 

理 

し 

な 

し、 

と 

を 

は 

お 

手 

を 

を 

す 

る 

f 'V 

約 

10 

分 

放 

置 

ず 

る 

と 

白 

動 

的 

に 

■"=!=■ 

巧 

源 

が 

切 

れ 

ま 

ず 

〇 

P P ] 

脱臭 

[今 P.38) 

玄 

に 

る 

と 

を 

は 

ド、 

ア 

を 

開 

け 

ま 

ず 

〇 

^ -J 

[- ►P.4oJ 

L _ J 

(W.39) 


終了音が鳴ったら終了です 
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1 あたため 


2解凍友たため 


3牛 乳 


4お 酒 




13コンビニ弁当 


才—卜調理 



1オート調理 


[■»P.20J 

卜 ► P . 201 


>» P -211 


[今 P.22 
f->P.22 


P.221 


け P.48 I 




[- > 9 . 22 ] 

[- ►P.24) 

[- > 9 . 22 ] 

[- ►P.241 

〔今 P.22) 

〔今 P.23) 

[-^ 9 . 22 ] 

[- > 9 . 23 ] 



〔今 P.22) 

〔今 P.60) 

[- > 9 . 25 ] 

[今 P.61) 

〔今 P.22] 

(- ►P.64] 

(今 P.22) 

[-^ 9 . 72 ] 


〔今 P.22 I 


今 P.23 ) 


付属品の使用について 


メ ニユー分類 


参照ページ 

操作手順「作りかた•コッ 


才ート調埋で® 5付属品 • 参照ぺージ 


おたため 


のみちの 


デ？ 





才—卜調理 


8 
1 — 


才ート調巧で® 5付属品 • 参照ぺージ 


14茶わん蒸し 


1己手づくり豆腐 


16和菓子 


17スフレチ-ズケ-キ 


18プ U ン 




〔今 P.26) 

[ 今 P. 日 7) 

〔今 P.26] 

〔今 P.57) 

[-►P.261 

[今 P.67) 

[今 P.26) 

[今 P.66) 

[4P.26] 

[-►P.681 



[- »P.22] 

[-►P.511 

み p 古 n 

[^P.22l 

[今 P.22) 

[- ►P.501 

4 P.22) 

f 今 P.54) 



【今 P . 22 】 

(-►P.551 

[今 P.22) 

[ 今 P. 日曰） 

〔4 P.22) 

[-►P.54] 



[今 P.22) 

[-►P.581 

(-►P-581 


19鶏の A - ブ焼き 


20スペアリブ 


21馳0)縣口-ル 


22鶏のか5あげ 


23ェビフライ 


24ヒレカツ 


2己オーブン天ぷ5 


26焼きそば 


27チンジャオ□ウス- 




参照ページ 

操作手順「作りかた•コッ 


付属品の使用について 



才—卜調理 



巧皿スチーム 


力 Du — カット 
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才ート調巧 ワンタッチスタートのオートであたためる 


■あたため選択 

押すごとに] ► 
2 M と切0替わ 
ります。 


E 朋は a ドアを開けると電源が入ります。 



食品を入れた容器や皿を 
テーブルプレートの中央に 
置さ、ドアを閉める 


馨 


を押してスタート 
ずる 


1回巧し: 11あたため I 


2回巧し： 2解凍あたため 


因 


食品の 置 さかた 
►テーブルプレートの中央に置く 



テーブルプレート 


食品が2個上の場 
合、中央に寄せる 


※食品を端に置いたり、少量の食品を加熱す 
ると、正しく温度をはかれずに加熱しすぎ 
となり、発煙•発义のおそれびあります。 


お好みにより 

™ を巧し希望の仕上が 

因 Eft L りに調節ずる 

(加熱時間を表示する前に設定します。） 


終了音が鳴った5食品を取り 
出ず 

庫内なが消なし、表示が「□」になり、力 □ 
熱が終ります。 


>牛乳、コーヒー、水、お茶、豆乳のあたためは |3牛乳 I を使います。 !■» P .22] 
>お酒のあたためは14お酒 I を使います。し今 P .48 1 


>その他ののみもののあたためは手動調理で加熱します。 1-^ P .27、 28.371 


1あたため II 2解凍あたため]は、ドアを閉めて約]日分な内康示部に「0」び表示されている間）に 


押してください。ドアを開閉して約]日分をすざるとスタートしません。ドアを開閉して 


口あたため 1を解凍あたため1 を押してください 0 

\ 仕上がりびめるかつたとさは、 レンジ I 目日日 W 1 で様テを見なびら、さらに加熱します。才~卜調] 
で追加加熱すると、熱くなりすざます。 


■仕上がり調節 

強〜弱まで 5 段階 
に設定できます。 




} : pi あたため I 
广 •: に解凍あた; E 面] 





ごはんやお総菜をあたためる 


1 あたた创12解;まあたため I ではあたためられません。 

>重量び1日日 g 未満の食品 •まんじゆう 



100 g 未満 


>市販のおにぎり 


m 


※包装をはず 
します。 




•乳幼児用ミルク、ベビーフード 

A 



>パン類 




>冷凍野菜 


翁 


>市販の調理済み食品 


※別の容器に移 
し換えます 




※別の容器に移し 
換えます 


次の食品は r 手動調理」で様子を見なび5あたためる 


温度 tt 上びり 


10妙 


0分 




才—卜調理 


里 




あたため3れる食品と上手なあたためかた 


スパゲッティ•焼きそば 

皿に入れる。加熱後、かきまぜる。 


冷凍スパゲッティ•焼きそば 

皿に入れる。加熱後、かきまぜる。 



焼を魚 

飛び散ることびあるのでおおい 
をする。 



ノ V ンバーグ 

ソースは飛び散ることびあるので加熱樹こかける。 

焼きとり、焼き肉 

皿に並べる。たれをめってから加熱する。 


冷凍八ンバーグ 

皿にのせる。加熱後、裏返して 
しばら <33<。 



天ぷ!5 •フライ•コ□ッケ 

皿に並べる。えびやいかは飛び散ることびある 
のでおおいをする。分量の少ないとさは仕上び 


冷凍天ぷ5 • フライ•コ□ツケ 


皿に並べる。仕上びり調節。^や弱]か因 I 


り調節 I やや弱 I または I 弱 I に合わせる。 


に合わせる。油び気になるとさは、加熱後、 
ペーパータオルで取る。 


野菜の炒めらの•酢豚•ノ V 宝菜 

容器に入れる。野菜炒めび乾燥している場合は、 
ノ（ターかサラダ油を加える。加熱後、かきまぜる。 


冷凍八宝菜•ミートボール 

容器に入れる。加熱後、 
かきまぜる。 


感 


シューマイ 

少しすさ間をあけて皿に並べ、水分を補ってから加熱 
する。乾燥ぎみのときは、サツと水にくぐらせる。 


冷凍シューマイ 

サツと水にくぐらせて皿に並べる。 
加熱後はすぐにラップをはずす。 



ごはん•おにざり _ 

スピーディーにあたためたいとさ n あたため 


仕上びり調節 I やや弱 I で加熱する。 
おにぎりは皿にのせる。 

チヤー八ン•ピラフ 

加熱後、かさまぜる。 


感 


冷凍ごはん•おにざり 

四角形に形作った ごはんを ラップの 
重なっている方を下にして平皿に 
のせる。2個じ(上のとさは分量 
を同じにして、中央にのせる。 

冷凍チャーハン•ピラフ 

ほぐして皿に入れる。加熱後、かきまぜる。 



汁 

ち 

の 




カレー•シチュー 

えびやいか，丸ごとのマッシュ j レームは 
飛び散ることびある。（丸ごとのマツシ^夕,, 
ユルームはあらかじめ取り除き加熱後、加える) 



仕上びり調節やや強か強に合わせる。 


みそミ十•コンソメスープ 

加熱後、かさまぜる。 


冷凍カレー•シチュー 

容器に入れ、おおいをする 。ごすこ 
の代わりにラップをするときは、 
ゆとりをもっておおい、仕上びり調節 



I やや強 I かじ室]に合わせる。加熱後、 
かたまりをほぐし、かきまぜる。 


21 


煮 

ち 

の 




野菜の煮もの•おでん（たまごは取り除く） 

容器に入れて、煮汁をかける。 


煮魚 

容器に入れて、煮汁をかける。煮魚 
は身び飛び散ることびあるので、深 
めの皿を使い、おおいをする。 



■オート調理の1回分の分量の目安は1〜2人分です。 
(分量は食品と容器を合わせて1,200 g までです） 



この マークの 付いた 
も -.食品はラップなどの 
おおいをする。 


オート調理1友たため 


ご家庭で調理し、室温や冷蔵 
保存した食品をあたためる 



1回巧し 


オート調理2願秉あたため 


ご家庭で調理し、冷凍保存した 
食品を解凍してあたためる 2回押し 




ぶ 

變 


蒸し衰 


才—卜調理 






































































































































































